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射影変換による半自動正面顔画像生成に関する一検討

三谷芳弘＊ 片山 智洋＊＊

A Study on a S emi-Automatic Frontal F ac e lmage Generation

by a Proj ective Transformation

Yoshihiro MITANI'' and Tomohiro KATAYAMA''＊

Abstract : ln this paper， a semi-automatic fronta1 face image generation by a projective transforrnation has been proposed.  ln the

face recognition， the fronta1 face image is used in general.  However， by cases， the frontal face image is not available.  And the
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1. はじめに

 本研究では，画像処理による射影変換を用いた正面顔画像

生成について検討する. 近年，コンピュータによる顔画像認

識［1］は広く用いられている. 顔認識は，人物を特定するた

めに用いられさまざまな分野で注目されている. 顔認識によ

る，セキュリティーチェックや犯罪捜査などその使途は幅広

い. 顔画像認識では，顔画像が真っすぐに正面を向いている

ことが前提であることが少なくない. その理由として，正面

顔は，目や口，鼻など人物の特徴がはっきりと表れているか

らである. そのため，コンピュータを用いた顔画像認識では，

正面顔から人物を特定することが一般的である. しかしなが

ら，実際の顔画像は真っすぐに正面を向いていないことがあ

る. また，デジタルカメラで撮影された顔面像には，一般に

は射影歪みが生じる. これらより，顔画像認識は困難なもの

となる. 

 そこで，本研究では，デジタルカメラで撮影された真っす

ぐに正面を向いていない顔画像を，画像処理による射影変換

［2］，［3］を用いることにより正面顔画像を生成する方法を提

案ずる. ただし，射影変換を求める際真っすぐに正面を向

いていない入力画像において予め手動により対応点を設定

する. 計算機シミュレーションにより，いくつかの真っすぐ

に正面を向いていない実画像に対し，本手法の有効性を確か

めた，

2. 正面顔画像生成

 図1は，本研究で提案する正面顔画像生成の処理の流れを

表す. 射影変換は，人間の持つ視覚特性が表されているとさ

れる，その視覚特性とは，一枚の画像は視点が変われば別の

画像に見えるというものである。射影変換は式(1)で表される. 

入力画像

 入力画像における

4つの対応点を手動設定

出力画像における
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図1正面顔画像生成の処理の流れ
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，ax＋勿＋c

gx＋hy＋1

dx＋ey＋プ

gx＋hy＋1

(1)

ここで，xy平面上の射影変換前の点(JC，ア)は，射影変換に

よりλ1γ平面上の射影変換後の点(X'，y')に変換される. 

射影変換は，パラメータa～hの値により決まる. 具体的

には，入力画像及び出力画像において4組の対応点の関係か

ら，それらの連立1次方程式を求めることにより，パラメー

タa～hの値が決まる. また，式(1)において，9・?'＝0

のとき，射影変換はアフィン変換の式として表される. すな

わち，射影変換は，拡大縮小や回転などの変換を表すアフィ

ン変換を包含することを意味する. いま，真っすぐに正面を

向いていない画像が入力されたとする. まず，入力画像より

4っの対応点を手動により設定する. 図2は，ある入力画像

における4つの対応点の手動設定の様子を表す. 4つの対応

点は，

     対応点1 右目の中心

     対応点2 左目の中心

     対応点3 口の左端

     対応点4 口の右端

となるように手動で設定する. 次に出力画像における4つの

対応点を入力画像の対応点の関係から計算により求める. 図

3は，入力画像からの出力画像の4組の対応点の計算を表す. 

田鼠の記号について，まず入力画像について，A及びBは，

両目を結ぶ線分の長さ及び口の両端を結ぶ線分の長さをそ

れぞれ表す. K:1及びK2は，画像の上端から右目の中心及

び左目の中心までの距離を表す. L1及びL2は，口の右端及

び口の左端と両目を結ぶ線分の距離をそれぞれ表す. 次に出

力画像について，両目を結ぶ線分および口の両端を結ぶ線分

が，それぞれ画像の縦線の垂直2等分線となるように設定す

る. また，両目を結ぶ線分と画像の上端からの距寓級び両目

を結ぶ線分と口の両端を結ぶ線分との距離は，下野の関係に

なるように設定する. 以上，入力画像及び出力画像の4つの

対応点の関係より，射影変換が求められる. 求められた射影

変換を入力画像に施すことにより，出力画像として正面顔を

得る. このとき，本研究では射影変換後の出力画像の対応位

置を求める際，線形補間を用いる. 

ズは800×600である. 

鷺

3. 計算機シミュレーション

図2入力画像における4つの対応点の手動設定
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本実験は，デジタルカメラで撮影された真っすぐに正面を

向いていないいくつかの実画像を用い，本手法により正面顔

が得られたか否かを調べた。入力画像における4っの対応点

は手動により予め定められることに注意されたい. 画像サイ

(a)入力画像の4つの対応点

           :
           ;(:K1＋K:2)/2

           :

対応点10ヘー←⊥つ対聴2
       :
 (1. 1＋L2)/21

       ロ

対応点4噌十→襟3

(b)出力画像の4つの対応点

図3 入力画像からの出力画像の4組の対応点の計算
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実験結果より，本手法により真っすぐに正面を向いていな

い顔から正面を向いている顔が得られていることが分かる. 

4. むすび

 本研究では，画像処理による射影変換を用いた半自動の正

面顔画像の生成方法を提案した. すなわち，入力画像につい

て両目の中心および口の両端を射影変換における4っの対

応点として手動で与えることで，射影変換を計算し，真っす

ぐに正面を向いていない顔画像から正面顔を得ることが可

能である. 

 今後の課題としては，両目の中心及び口の両端を自動的に

抽出する方法を検討することが挙げられる. これにより，正

面顔画像生成の全自動化に期待が持てる. 
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図5 実験結果(画像2)

(a)入力画像

  (b)出力画像

図4 実験結果(画像1)
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図6 実験結果(画像3)


